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Abstract Wing variation of Eurema hecabe contubernalis (Moore, 1886) from Thailand was 
investigated in wild individuals. The results suggest that the seasonal-morph variation 
appears between the rainy and dry seasons although the degree of the change is very small and 
individual difference is large. 
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は じ め に 


日 本 を は じ め と し て 温帯 域 に 分 布 す る チョ ウツ 類 の 季節 型 変異 は , その 決定 要因 (日 長 や 温度 な ど ) 6$ 
め て 広く 研究 が 行わ れ て きた (Masaki & Yata, 1988... 一 方 , 亜熱帯 産 や 熱帯 産 の チョ ウ も 季節 型 変 
異 を 示す こと が 知ら れ て いる が 。 詳し く 研 究 さ きれ て いる 例 は 少な い . 


キチ ョ ツウ Eurema hecabe (Linnaeus, 1758) は 東南 アジ ア か ら 熱 帯域 を 中 心 に , それ に 隣接 する 亜熱帯 
域 か ら 温 帯域 に か け て 広く 分 布 する . 本 種 は 多 化 性 で , 成虫 は 季節 型 変異 を 示す . 乾期 型 (また は 秋 型 ) 
で は , 交 表 面 の 黒 帯 は 幅 狭く (また は 消失 し ), 次 裏面 の 褐色 斑 が 逆 に 発達 する . この よう な 変異 の 程度 
は , 地理 的 に 異な り , 北 か ら 南 に か け て クラ イン 的 に 変化 する こと が 言及 され て いる (Yata, 1989). た 
と えば , 温和 帯域 に 属す る 日 本 の 本 州 や 九州 の 個体 群 で は その 変化 幅 は 大 変 大 きく, 秋 型 の 黒 帯 は 消失 す 
る 傾向 に ちあ ちり, 秋 型 成虫 は 休眠 し て 越冬 する (矢田 , 1974; Kato & Sano, 1987), 一 方 , 亜熱帯 の 島々 
か ら な る 琉球 列島 で は , 季節 型 変化 の 程度 は 小さ きく, また 秋 型 成虫 は 冬期 で も 条件 さえ 良けれ ば 繁殖 し , 
は っ きり し た 休眠 を 示さ な いこ と が 明らか に され て いる (AH, 1978; Kato & Handa, 1992), 





し か し , 熱帯 城 の 個体 群 に つい て は 季節 型 変異 が ある こと は 知ら れ て いる も の の , それ が 確か に 季節 変 
動 に 伴っ て 起こ る の か , その 変異 程度 は どの 位 な の か , 詳し い 研究 は ほとん ど な い . 異な る 気候 帯 に 生 
息 す る 地域 個体 群 間 で の 季節 型 変 異 の 比較 研究 は , 季節 型 や 気候 適応 の 進化 を 理解 する 上 で 有意 義 な 情 
報 を 提供 する も の と 期待 きれ る . 


それ ゆえ, 本 研究 で は 熱帯 域 に 属す る タイ 国 の キチ ョ ウ E. h. contubernalis (Moore, 1886) の 季節 型 変 
化 を , 野外 採集 個体 に つい て 調査 し た . 
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材料 と 方 法 


著者 の 一 人 (木村 ) は 長年 , タイ 国 の 蝶 相 を 調査 し て きた . その 間 に 採 集 し た 78 個体 ( 雄 51 個体 , HE 27 
個体 ) の キチ ョ ツウ 成虫 を 調査 材料 と し た , ほとん どの 個体 は 1973 年 か ら 1978 年 の 問 に 採集 され た ., 採 
集 地 は 図 1 に 示す よう に , 22 地点 で あっ た .。 


図 2 は タイ の 気象 条件 を 示す . この 国 で は , 中 部 以上 北 は サバ ン ナ 気候 に 属す る が , 南部 (半島 部 ) は 熱 
帯 モ ンス ー ン に 入る . それ め ゆえ, 中 部 以 北 は 明瞭 な 雨季 ・ 乾 季 の 区 別 が ある (雨季 は 5-10 H, 乾季 は 11 
4H). 一 方 , 南部 で は 乾季 に あたる 月 に も 多量 の 降雨 が み ら れ る . 気温 の 変化 は , 一 年 を 通じ て 極め て 
少な い が , それ で も 雨季 は 高く , 乾季 は , 3-4 月 を 除い ぃ て 比較 的 低い .、 ま た , 年間 を 通じ て の 日 長 の 変 
化 は 極め て 少な い (北緯 15 EE). 


季節 型 の 判定 は Kato 上 Handa (1992) に 従い , 前 次 表面 の 黒 帯 の 形 と 大 き さ , お よび 前 翔 裏 面 の 褐色 
斑紋 の 発達 程度 に よっ て 行なっ た 前 者 に お いて は 7 段階 (BO0-B6), 後者 に お いて は 4 段階 (M0-M3) 
が 区 別 さ れ て いる が 。 ここ で は , 前 者 に お いて は B0-B3 の 4 段階 の み が み られ た . 











Fig.1. Collection points in Thailand. Circles above the dotted line belong to the northern to 
middle region and circles below the line to the southern one. (a), (b) and (c) show the 
points where the climatic data are shown in Fig. 2. 
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from the data by Beck (1980)]. (B), air temperature and (C), precipitation [Drawn from 


the data by National Astronomical Observatory (1992)]. 
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さら に , 季節 型 以 外 に 前 超 の 縁 毛色 に つい て も 観察 を 行なっ た . 


結果 


採集 個体 の 季節 型 は 気候 的 に 異な る 中 部 以 北 と 南部 で 別々 に 記録 きれ た . 図 3A と 図 4A に 示す よう 
に , 中 部 以 北 で は , 雨季 に は 雌雄 と も すべ て 典型 的 雨季 型 で , 次 表 面 の 平均 スコ ア は B0, 裏面 の スコ 
ア は MO0 で あっ た . 乾季 に は , 贅 表 面 の 変化 程度 は 少な く , 雄 の スコ ア は B0.2, 雌 の それ は BO で , ほ 
と ん ど 雨 季 の それ と 差異 が な か っ た . 一 方 , 冶 裏 面 で は 雌雄 共に スコ ア の 程度 が 高く な っ た . その 平均 
値 は 雄 で MIA, MET M2.0 と な り , 雄 よ り も 雌 の 方 が 高かっ た . 図 5 に は 雨季 型 お よび 乾季 型 の 個体 を 
示す . 要する に , 乾季 に は , 乾季 型 が 出現 する が , 雨季 型 や 中 間 型 の 個体 も あか な りみ られ , その 結果 変 
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Fig.3. Seasonal variation of the upperside of forewings in Eurema hecabe from Thailand. 
(A), northern and middle regions ; (B), southern region. 
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Fig.4. Seasonal variation of the underside of forewings in E. hecabe from Thailand. (A), northern and 


middle regions ; (B), southern region. 


異 幅 は 大 きく な っ た . 


一 方 , 雨季 と 乾季 の 気候 的 差異 の 比較 的 少な い 半 島 部 の 個体 に つい て も , 季節 に よる 変化 が みとめ られ 
た が , 変化 の 程度 は 中 部 以 北 の 個体 より も 小さ い 傾向 を 示し た ( 図 3B お よび 4B). し か し , 調査 個体 数 


が 少な か っ た の で , あま り は っ きり し た こと は いえ な い 、. 


前 次 緑 毛色 に 関し て は , 縁 毛 が 脱落 し て 観察 不可 能 な 個体 も あみ られ た が , 観察 し た 多く の 個体 の 縁 毛 は 


黄色 で は な く , 褐色 で あっ た ( 図 5 参照 )、 
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Fig.5. Photographs of typical specimens in the rainy and dry seasons. (Left), rainy season 
morph ; (right), dry season morph. (A), male; (B), female. (1) and (2), upperside. (3) 
and (4), underside. 
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考察 


本 研究 か ら , 熱帯 産 キ チョ ウ は , 変異 の 程度 が 亜熱帯 個体 群 の それ (Kato & Handa, 1992) より も 小 
さい けれ ども , 季節 変動 に 伴い 季節 型 変異 を 示す こと が 明確 と な っ た . また , 雨季 に は すべ て の 個体 が 
雨季 型 だ が , 乾季 に は 乾季 型 と 雨季 型 の 個体 が 混在 する こと も 特徴 的 で ある . これ ら は , 夏季 と 秋季 で 
の 季節 型 変 化 が 完全 で ある 温帯 域 個体 群 (Kato & Sano, 1987) と は 対照 的 で ある . 


また , 季節 型 変化 は 性 差 を 示し , 表面 で は 雄 の 方 が , 裏面 で は 雌 の ほう が 高い スコ ア を 示し た . この 傾 
向 は 本 種 の 亜熱帯 域 個体 群 の 場合 (Kato & Handa, 1992) と 類似 し て いる . これ と は 対照 的 に , 温帯 
域 個 体 群 で は 雌 の 方 が スコ ア の 程度 は 高い (Kato & Sano, 1987). それ ゆえ, 熱帯 域 個体 群 の 季節 型 変 
化 パ ター ン は 亜熱帯 域 個 体 群 の それ に , より 近い 関係 に ある こと が 示唆 され る . 以上 の こと か ら 本 種 の 
季節 型 変異 は 少な く と も 「 温 帯 型 ] と | 亜熱帯 - 熱 帯 型 ] の 2 つ に 分 けら れる と 推測 され る . 


加藤 (1993) は 最近 , 日 本 産 キ チョ ウ に お いて , 前 次 の 縁 毛色 が 地域 個体 群 に より 異な る こと を 報告 し 
た . すなわち , 本 州 個体 群 (温帯 域 ) で は 縁 毛 は 黄色 で ある が , 南西 諸島 石垣 島 (亜熱帯 域 ) の 個体 群 で 
は 褐色 で ある . し か も , この 差異 は , 季節 型 発現 や 幼虫 の 食性 分 化 の みな ら ず , アロ ザイ ム パ ター ン (GF 
村 ・ 加 藤 , 1993) の 差異 と も 関連 し て いる . 本 研究 で 調査 し た タイ 産 キ チョ ウ の 前 次 縁 毛色 は 褐色 で あっ 
7, それ ゆえ , この こと は , 上 に 述べ られ た よう な 。 亜熱帯 域 個体 群 は 温帯 域 個体 群 よ り も 熱帯 域 個体 
群 に 類縁 的 に 近い と いう 仮説 を 支持 する . 


キチ ョ ウ で は , 温帯 域 の みな ら ず 亜熱帯 域 の 個体 群 に お いて も , 成虫 の 季節 型 変異 と , 成虫 休眠 (卵巣 
発育 の 遅延 や 停止 ) と 関連 し て いる (Kato & Sano, 1987; Kato & Handa, 1992)、 本 研究 で は 。 成虫 
の 卵巣 発育 に つい て は 調査 きれ な か っ た . し か し , も し 本 種 の 熱帯 域 個 体 群 で も この こと が 当て は まる 
(すなわち , 乾季 型 が 卵巣 の 遅延 や 停止 を 伴う ) と 仮定 する と , 熱帯 で は 乾季 に な る と 寄主 植物 は すべ て 
で は な い が 乾 燥 の た め 落 葉 し た り , 新芽 の 出現 が 抑え られ る た め に , 食物 供給 が 部 分 的 に 限ら ち れ て し ま 
う の で , 乾季 型 の み を 生み 出す より も 両方 の 型 の 混在 が 戦略 的 に 有利 で ある と 考え られ る . も し それ が 
事実 だ と する と 熱帯 域 個 体 群 に お ける 季節 型 変異 の 生態 的 意義 の 一 つ は ここ に ある と 推測 され る . 


熱帯 性 昆虫 の 休眠 や 季節 型 変異 を 制御 し て いる 環境 要因 に つい て は 今 ま で に , HR, 温度 , 湿度 , 降雨 
な ど が 関与 し て いる こと が 蝶 類 を 含め 数 種 の 昆虫 に お いて 明らか に され て いる (McLeod 1968; 
Okuda, 1988; Tanaka et al., 1987 : Usua, 1973; 矢田 。 1993)、 キチ ョ ウッ ウ で は , 温帯 域 個体 群 や 亜 熱 
帯域 個体 大 におい て, 日 長 と 温度 が 季節 型 決 定 や 雌 の 卵巣 発育 を 調節 し て いる こと が 明らか で ある 
(Kato & Sano, 1987 : Kato & Handa, 1992; 矢田 , 1974) が , 執 帯域 個体 群 に 関し て は ほとん ど 不 明 
で ある . この 点 は 今後 の 研究 課題 で ある . 





タイ 産 キ チョ ウ の 標本 を 参考 に させ て いた だ いた 東京 農業 大 学 の 新津 修平 氏 , 地図 の 作成 に 協力 いた だ 
いた 千葉 大 学 の 野村 昌史 氏 に お 礼 申 し 上 げ る . 
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Summary 


1. Seasonal-morph variation of Eurema hecabe contubernalis (Moore, 1886) from Thailand was 
investigated. 

2. In the rainy season all butterflies were of the wet-season morph while in the dry season most 
butterflies were of the dry-season one. 

3. 'There was a sexual difference in the variation as well as the subtropical population and 
temperate one of the species. 

4. The results show that the seasonal-morph variation appears between in the rainy and dry 
seasons although the degree of the variation is very small and individual difference is large. 

9. Ecological significance of seasonal-morph variation of this species in tropical region was 
discussed. 
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